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ウガンダにおける南スーダン難民支援事業: 

ウガンダ北西部における南スーダン難民の子どもの保護と総合的な発達支援 

 

セーブ・ザ・チルドレンは、南スーダン難民を受け入れているウガンダ北西部の難民居住区にて、2016 年 8 月より支援を実施しています。南

スーダンからの難民が急増しはじめてから 2 年半経った今もなお、80 万人近い南スーダン難民がウガンダで避難生活を送っています。このよう

な緊急下において、子どもたちは依然、虐待やネグレクト、早婚などのリスクに晒されており、また、⾧期的な避難生活の中でストレスを抱え

ている子どもたちも多くいます。居住区内での出産や育児に不安を抱える養育者も少なくなく、子どもたちの健やかな成⾧のために継続的な支

援が求められています。セーブ・ザ・チルドレンは、これらのニーズを踏まえ、特に脆弱な状況におかれた子どもへの個別支援、「こどもひろ

ば」の運営、就学前教育や栄養支援活動といった、子どもの発達の包括的な支援を継続しています。以下にこれらの活動の様子を紹介します。 

 

ケース・ワーカーが代替監護下の子どもたちのモニタリングに向かう様

子。地域の子どもの保護委員会（子どもの保護の課題にボランティアで

取り組む、地域の委員会）のメンバーや行政職員と一緒に行います。代

替監護下にある子どもたちの家庭を一軒ずつ訪問し、生活環境や、養育

者との関係などについて、聞き取りなどを通して確認しました。対応す

べき事柄が見つかった場合には、ケース・ワーカーが中心となって早期

の対応につなげました。 

（2018 年 11 月撮影） 
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東京事務所から出張に来た職員を交え、現地のケース・ワーカーや「こ

どもひろば」ファシリテーターがミーティングをする様子。日々の活動

における課題や、「子どものセーフガーディング（子どもに安心・安全

な組織・事業づくり）」の重要性について話し合いました。 

（2018 年 11 月撮影） 

 

 

 

 

 

「こどもひろば」において、子どもたちがダンスをしている様子。太

鼓を演奏する子どもたちを取り囲むように、他の子どもたちが輪にな

ってダンスをしています。子どもたちはダンスも太鼓の演奏もとても

上手で、軽快なリズムに乗って楽しんでいます。子どもたちをリード

する「こどもひろば」ファシリテーターからも笑みがこぼれていま

す。 

（2018 年 11 月撮影） 
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「国際ガールズ・デー」（10 月 11 日）に合わせた、「こどもひろば」

でのイベントの準備会合の様子。「こどもひろば」ファシリテーターが

子どもたちの話し合いをリードしながら、イベント当日に発表する内容

についての確認を行ったり、リハーサルを行ったりしました。当日は、

女子が抱える課題についてのディスカッションや、歌やダンスの発表を

行いました。 

（2018 年 10 月撮影） 

 

 

 

就学前教育プログラムの様子。就学前教育ボランティアが質問を投げ

かけると、子どもたちは積極的に手を挙げて発言します。教室にかか

っているのは、就学前教育ボランティアが手作りをしたアルファベッ

トなどの掲示物です。子どもたちが理解しやすいよう、これらの掲示

物には、子どもたちに馴染みのある野菜などのイラストを使用してい

ます。また、教材を手作りすることで、教材にかかる経費を節約する

ことができています。 

（2018 年 10 月撮影） 
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就学前教育プログラムに参加する子どもたちの給食をつくる様子。子

どもたちには毎日おかゆを提供しています。おかゆの材料費や、調理

をするボランティアに払うお金を保護者が出し合うなど、保護者は子

どもたちへの給食の提供に積極的に関わってくれており、活動が持続

することにもつながっています。子どもたちは給食が大好きで、給食

の時間になると整列して配膳を待ち望んでいます。 

（2018 年 10 月撮影） 

 

 

 

就学前教育ボランティアが、年少クラスの生徒数について表にまとめ

る様子。同プログラムに参加する子どもたちについては、参加者登録

を行い、毎日欠かさず出欠を取ります。欠席が続く子どもがいれば、

個別の家庭訪問などを行い、状況の確認を行っています。授業は平日

午前のみですが、就学前教育ボランティアは、授業の後も、教材作成

や欠席が続く子どものフォローアップ、授業計画の作成などを積極的

に行っています。 

（2018 年 10 月撮影） 
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子どもたちの就学前教育プログラムの理解度を測るアセスメントを実

施している様子。アセスメント方法について研修を受けたスタッフ

が、子どもに対して問題を出し、回答をスマートフォンで記録してい

ます。アセスメントは、パズルのようなものから、身体運動までさま

ざまな形で行われ、読み書きや簡単な算数に関する理解度、運動スキ

ルなどについて測定しました。 

(2018 年８月撮影) 

 

 

 

栄養支援の一環として実施した調理デモンストレーションの前に、母親

らが石鹸で手洗いをする様子。写真右側のカーキ色のベストを着た栄養

指導カウンセラーが、手洗いの方法や重要性について説明をしていま

す。これらの活動を実施している「こどもひろば」には常に石鹸を設置

しており、スタッフからも「このサラヤさんの石鹸があることによっ

て、子どもたちや活動に参加する母親が積極的に手洗いをしてくれるよ

うになった」との声があがっています。 

（2019 年 1 月撮影） 


